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論文の内容の要旨

　Schr6di㎎er方程式の初期値問題の解は，時刻。＝0における初期値がL2関数であれば，解のt→十〇における極

限はL2位相で初期値に収束するが，「この収束がほとんど到るところの各点収東で置き換えられるか」という問

題が，Car1s㎝によって提示された（1979年）。この問題に対する解答として，初期値に対する最大値関数の球

上でのLPノルムが初期値のSobo1evノルムで評価されれば，そのSobo1ev空問に属する初期値に対しては，ほと

んど到るところ各点収束することが示された。これ以降，上で述べた評価式及びそれを一般化した評価式

（Sch・6di㎎er方程式に対するアプリオリ評価式）が多くの研究者によって調べられた。

　本論文において，アプリオリ評価式の研究に初めてBesov空間が用いられ，これによって，よりsharpな結果

が与えられている。また，初期関数が動径方向にしか存在しない場合にも，これまでに得られていたアプリオリ

評価式を改良できることを示している。これらの結果が，SchrOdi㎎er方程式を一般にした方程式に対しても同

様に成り立つことを示している。特に，非斉次な相関数をもつある種のFo岨ier積分作用素に対して，LP及び

Besov空間における有界性を示している。さらに，ここで得られたアプリオリ評価式の応用として，！次元非線

形Schr6di㎎er方程式に対する初期値問題を考察している。未知関数，その複素共役及びこれらのユ階導関数の

多項式でO次，1次の項を含まない非線形項を取り扱っている。この問題に対して，Keni㎎一Ponce－Vegaは

SchrOdi㎎er方程式に対するアプリオリ評価と「s狐oothi㎎effect」を用いて，局所解の一意存在定理を与えたが

（1991年），非常に強い仮定を初期値に課していた。著者はここで得られたアプリオリ評価を用いることにより，

彼らの結果を大幅に改良することに成功している。

審査の結果の要旨

　Schr6di㎎er方程式を考察して，その最大関数に対するアプリオリ評価に初めてBesov空間を導入して，sharp

な結果を与えたことは高く評価される。またその応用として，1次元SchrOdi㎎er方程式に対する初期値問題の

局所解の一意存在に関して，今までに得られていた結果を改良したことは，今後，この分野の研究者によって高

く評価されるものと思われる。

　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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